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第250回お試しアカウント付き並列プログラミング講習会
「MATLABの実行方法」 2025年7月30日（水）13：00 - 16：00

第一部 MATLAB入門とその高速化入門

13:00 - 14:00 MATLAB概要と高速化入門

• MATLAB概要

• 高速化のためのコードの書き方

• PC単体でもできるTips

• スーパーコンピュータとの連携

第二部 スーパーコンピュータでMATLABを動かすハンズオン実習

14:00 - 16:00 MATLABを起動してサンプルデータを用いた演習

• MATLABの並列処理概要

• インタラクティブな並列処理の実演

• オフロードで投げるバッチ処理の実演

• Fortran, CのプログラムからMATLABを呼び出す実演

MATLAB相談会(現地参加者のみ) 16:30-17:00
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プログラム

1. MATLAB概要

2. 高速化のためのコードの書き方

– PC単体でもできるTips

– スーパーコンピュータとの連携

3. Q＆A
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MATLAB概要
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Accelerating the pace of 

Engineering & Science

▪ MATLAB：アルゴリズム開発、データ解析、可視化、
数値計算のためのプログラミング統合開発環境

▪ Simulink：システムの設計やシミュレーション、
実装、テストのためのグラフィカル実行環境

▪ 用途に特化したアドオン100 製品以上を提供
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業界標準のToolboxで教育・研究を効率化

アドオン製品一覧

https://jp.mathworks.com/products.html?s_tid=nav_products
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航空宇宙および防衛 自動車 生物科学 生命工学および製薬 通信

エレクトロニクス エネルギー生産 金融サービス 産業機械 医療機器

金属、材料、鉱業 神経科学 鉄道システム 半導体
ソフトウェアおよびインター

ネット

MATLAB および Simulink を使用している業界
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科学の再現性を高めるための取り組み（オープンサイエンス）

• ファンディング
• 業界パートナー
• 技術的な専門知識

科学研究の支援

再現性のあるサイエンスのた
めのコードとデータの共有

オープンサイエンス
の支援

オープンソース
コミュニティツール

• 200,000+ コードリポジトリ
• オンラインでのMATLAB実行

ドキュメント

https://jp.mathworks.com/discovery/open-science.html
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リンク貼っておく
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MATLABの特徴：データアクセスから実装まで

ファイル・ソフトウェア

専用ハードウェア

アクセス アルゴリズム検討

Algorithm Development

Application Development

画像処理
フィルタ / 変換 / 計測 / 検出

信号・時系列データへの適用
フィルタ / 補完 / 変換 / 時系列

予測

フレームワーク
ONNX/Tensorflow/Ca

ffe

クラウド利用
ブラウザ表示 / IaaS

MATLAB なしのPC

実装

組込実装
GPU / FPGA / マイコン

深層学習
認識・判定 / 分類 / 検出 / GUIアプリ

その他
性能 / 容易 / ワンパッケージ / サポー

ト
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他言語との連携

• Java

• Python*

• C

• C++

• Fortran
• COM コンポーネント& ActiveX® controls

• RESTful, HTTP, & WSDL web

• Java

• Python*

• C/C++

• .NET

• Fortran

• COM Automation server

Interface:

MATLAB から他言語を呼ぶ

Engine:

他言語から MATLAB を呼ぶ

*MATLABとPythonとの連携 https://jp.mathworks.com/products/matlab/matlab-and-python.html

https://jp.mathworks.com/products/matlab/matlab-and-python.html
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スケーラブルな高速化

Parallel Computing Toolbox

MATLAB

MATLAB Parallel Server

マルチコアCPU対応

並列処理（マルチコアCPU、GPU）対応

マルチプロセス、マルチGPU対応



15

高速化のためのコードの書き方

~処理が遅い理由を見つける~
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処理が遅い理由は何？
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はじめに～プロファイルを掛けよう

▪ どこがボトルネックになっているのかプロファイラーで把握しましょう

▪ プロファイラーの開き方

– 「ホーム」タブの「実行および時間の計測」

– 「アプリ」タブの「プロファイラー」
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はじめに～プロファイルを掛けよう

▪ スクリプト名を入力して「プロファイル開始」をクリック

Or

▪ 「プロファイル開始」をクリックしてからいつも通りスクリプトを実行
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はじめに～プロファイルを掛けよう

▪ プロファイラーの結果を分析

– ボトルネック (高速化の効果が大きいところ) を特定

リンクをクリック

200 秒のうち、最初のif 分

の処理が186 秒 (約93%)を
占めている
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コードアナライザーのヒントを参考にする

▪ コードアナライザーのヒントを参考にコードを修正

https://jp.mathworks.com/help/matlab/matlab_env/about-code-analyzer-preferences.html

警告がオレンジ
で表示されます

マウスカーソルを当て
ると警告内容が表示さ

れます

ヒントに従って
修正します

https://jp.mathworks.com/help/matlab/matlab_env/about-code-analyzer-preferences.html
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高速化のためのコードの書き方

~高速化の手段を検討する~



22

高速化の手段

コーディングの工夫

事前割当
ベクトル

化

【ドキュメント】パフォーマンス向上の手法
https://jp.mathworks.com/help/matlab/matlab_prog/techniques-for-improving-performance.html

関数化

MEX 化

C コード化並列処理の適用

マルチ

CPU

GPU

非同期
処理

計算環境

クラスター

クラウド

https://jp.mathworks.com/help/matlab/matlab_prog/techniques-for-improving-performance.html
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バージョンアップをする

▪ MATLAB はバージョンアップする毎にパフォーマンスが改善されています

https://jp.mathworks.com/help/matlab/release-notes.html?category=performance

https://jp.mathworks.com/help/matlab/release-notes.html?category=performance
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PC単体でもできるTips

MATLAB の標準機能でできる高速化の様々なテクニック
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列優先アクセス

>> x = magic(3)

x = 

  8 1 6

  3 5 7

  4 9 2

0x0000

0x0008

0x0010

0x0018

0x0020

0x0028

0x0030

0x0038

0x0040

0x0048

0x0050

0x0058

0x0060

0x0068

8

3

4

1

5

9

6

7

2

MATLAB 配列のデータ格納

参考：行列の操作において、行方向優先と列方向優先のどちらが速いですか？

2 次元またはそれ以上の行列の操作を行う場合、
一般的に列方向で行列の要素にアクセスするほうが高速

https://jp.mathworks.com/matlabcentral/answers/454074-

https://jp.mathworks.com/matlabcentral/answers/454074
https://jp.mathworks.com/matlabcentral/answers/454074-
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列優先アクセス

tic
n = 2e4;
x = randn(n);
y = zeros(n);
for r = 1:n
for c = 1:n
if x(r, c) >= 0

y(r, c) = x(r, c);
end

end
end
t1 = toc

行方向で書いたコード 列方向で書いたコード

11.7 秒

tic
n = 2e4;
x = randn(n);
y = zeros(n);
for c = 1:n
for r = 1:n
if x(r, c) >= 0

y(r, c) = x(r, c);
end

end
end
t2 = toc

4.8 秒
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配列の事前割り当て

>> x = 4

>> x(2) = 7

>> x(3) = 12

0x0000

0x0008

0x0010

0x0018

0x0020

0x0028

0x0030

0x0038

0x0000

0x0008

0x0010

0x0018

0x0020

0x0028

0x0030

0x0038

0x0000

0x0008

0x0010

0x0018

0x0020

0x0028

0x0030

0x0038

4 4

4
7

4
7

4
7
12

X(3) = 12X(2) = 7

事前割り当てなしの場合
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配列の事前割り当て

>> x = zeros(3,1)

>> x(1) = 4

>> x(2) = 7

>> x(3) = 12

0x0000

0x0008

0x0010

0x0018

0x0020

0x0028

0x0030

0x0038

0
0
0

0x0000

0x0008

0x0010

0x0018

0x0020

0x0028

0x0030

0x0038

0
0
0

0x0000

0x0008

0x0010

0x0018

0x0020

0x0028

0x0030

0x0038

0x0000

0x0008

0x0010

0x0018

0x0020

0x0028

0x0030

0x0038

4
0
0

4
7
0

4
7

12

事前割り当てありの場合
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配列の事前割り当て

▪ 事前に配列のサイズを指定しておく

事前割当

配列のサイズが動的に変更され、
オーバーヘッドが大きい
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なるべく組み込み関数を利用する

組込関数の利用

組込関数の利用

関数 記号

最大値 max

最小値 min

総和 sum

平均 mean

中央値 median

分散 var

ソート sort

FFT fft

記述例 生成される行列

zeros(3, 4) 要素が全て０の３行４列の行列

zeros(3) 要素が全て０の３行３列の行列

eye(5) ５行５列の単位行列

rand(3, 4) 区間 (0 1) の一様乱数からなる３行４列の行列

randn(3, 4) 平均０分散１の正規乱数からなる３行４列の行列

[A B] 行列 A と行列 B を横連結した行列

[A; B] 行列 A と行列 B を縦連結した行列
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組込関数における処理の次元方向

関数 記号

最大値 max

最小値 min

総和 sum

平均 mean

中央値 median

分散 var

ソート sort

FFT fft 列ごとの最大値
(デフォルト)

X : 

16 14 15 13

max(X) or max(X,[],1) 

max(X,[],2)

16

11

12

15

max(X,[],”all”)

16

行
ご
と
の
最
大
値

全ての要素
の最大値

16 2 3 13

5 11 10 8

9 7 6 12

4 14 15 1
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インデックス処理

論理配列：論理値（０または１）からなる配列

例題：xの要素の内、3より小さいものの個数を求める

x : 

I : 

1 2 3 4 5 3 2 1

1 1 0 0 0 0 1 1

I = x < 3 

sum(x < 3)

例題：xの要素の内、3より小さいものの位置を求める

find(x < 3) 1 2 7 8
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インデックス処理

▪ インデックス処理で条件処理をまとめて行う

インデックス処理

https://jp.mathworks.com/matlabcentral/answers/103853

for 文の代わりにcellfun、arrayfun、structfun を使う方法も

for 文や if 文

https://jp.mathworks.com/matlabcentral/answers/103853
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ベクトル化 ~ for ループを使わない！~

▪ ベクトル化の利点

– コードが数式のように記述され、コードが理解しやすい

– コードが短くなり、バグが発生し難くなる

– 高速に実行できる(最適化された演算が実行される：スパコンも同様）

ループによる逐次処理（時間処理）を空間処理で置き換える

 

X(1) X(2) X(n)
…

y(1)

y(2)

y(n)

…*

例 実数の内積計算

𝑧 = ෍

𝑖=1

𝑛

𝑥𝑖𝑦𝑖 = 𝒙𝑇𝒚

ベクトル化しない場合 ベクトル化した場合

高速化！
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0 0.2 0.4 0.6 0.8 1
0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

×

××

×

× ×

×

×

×

×

×

×

×
×

×

×

×

×

×
×

インデックスによるモンテカルロ法

▪ モンテカルロ法による円周率の計算

正方形の中にランダム点を生成

𝑀 ∶  𝑁 ≑  
𝜋

4
∶ 1 

𝜋 ≑
4𝑀

𝑁

M : 四分円の内側に入った点の個数
N : 乱数で発生させた点の総数

点の個数の比 面積の比
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可視化の高速化

▪ プロットを繰り返す場合は、プロットを毎回実行させるのではなく、

中のデータ (XData、YData など)を更新する方法で高速に実行できます

rng("default")
x = linspace(0, 3*pi, 200);
c = linspace(1, 3*pi, length(x));
tic
for n=1:100
  y = cos(x) + rand(1,200);
  scatter(x, y, [], c, 'filled’)
  drawnow limitrate
end
t1 = toc

rng("default")
x = linspace(0, 3*pi, 200);
c = linspace(1, 3*pi, length(x));
tic
for n=1:100
  y = cos(x) + rand(1,200);
  if n == 1
    s = scatter(x, y, [], c, 'filled’);
  else
    s.YData = y;
    drawnow limitrate
  end
end
t2 = toc

毎回scatter コマンドを実行 2 回目以降はYData を更新

1.25 秒 0.38 秒

https://app.highspot.com/embedded_content/a718276387f292b41ee31e41c88507c1956ced1a?overlay=true
https://app.highspot.com/embedded_content/7f45a8a5cbcb0a884c8e0a43560713812f410a40?overlay=true
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高速化の適用

https://app.highspot.com/embedded_content/21075d7197c62893689095be7c15cb0a693fad9d?overlay=true
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プロファイラで効果測定

約200 秒

変更後

約0.9 秒

変更前
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ここまでのまとめ

高速化テクニック 参考情報

プロファイリングによる分析
https://jp.mathworks.com/help/matlab/matlab_
prog/profiling-for-improving-performance.html

データへの列優先アクセス
https://jp.mathworks.com/matlabcentral/answer
s/454074-

配列の事前割当 https://jp.mathworks.com/help/matlab/matlab_
prog/preallocating-arrays.html

組み込み関数の利用
https://www.mathworks.com/content/dam/mat
hworks/fact-sheet/jp-matlab-basic-functions-
reference.pdf

インデックス処理
https://jp.mathworks.com/help/matlab/math/ar
ray-indexing.html

ベクトル化 https://jp.mathworks.com/help/matlab/matlab_
prog/vectorization.html

https://jp.mathworks.com/help/matlab/matlab_prog/profiling-for-improving-performance.html
https://jp.mathworks.com/help/matlab/matlab_prog/profiling-for-improving-performance.html
https://jp.mathworks.com/matlabcentral/answers/454074-
https://jp.mathworks.com/matlabcentral/answers/454074-
https://jp.mathworks.com/help/matlab/matlab_prog/preallocating-arrays.html
https://jp.mathworks.com/help/matlab/matlab_prog/preallocating-arrays.html
https://www.mathworks.com/content/dam/mathworks/fact-sheet/jp-matlab-basic-functions-reference.pdf
https://www.mathworks.com/content/dam/mathworks/fact-sheet/jp-matlab-basic-functions-reference.pdf
https://www.mathworks.com/content/dam/mathworks/fact-sheet/jp-matlab-basic-functions-reference.pdf
https://jp.mathworks.com/help/matlab/math/array-indexing.html
https://jp.mathworks.com/help/matlab/math/array-indexing.html
https://jp.mathworks.com/help/matlab/matlab_prog/vectorization.html
https://jp.mathworks.com/help/matlab/matlab_prog/vectorization.html
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PC単体でもできるTips

並列処理
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マルチコアの活用
 Parallel Computing Toolboxを使った並列処理

Core 3

Core 1 Core 2

Core 4

MATLAB Desktop

4コアのCPU

通常MATLABコードは一つのコアの上で動作※

Core 3

Core 1 Core 2

Core 4

MATLAB Desktop

4コアのCPU

※ 2008年以降、 fft, eig, svd, sort等、多数の線形代数および数値計計算の関数はマルチスレッドで動作
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▪ 条件: タスク同士に依存関係や通信が発生しない

▪ 例: パラメータスイープ、モンテカルロシミュレーション

並列 for ループ (parfor)

時間時間
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基本的なparforの実装方法→「for」を「parfor」に置き換えるだけ

for i = 1:N

処理の内容

end

parfor i = 1:N

処理の内容

end

※Parallel Computing Toolboxが必要です

※初回実行時は並列プールを起動するため処理に時間がかかります
 →ループ内処理の内容によっては遅くなる可能性あり

ドキュメント: parfor

https://jp.mathworks.com/help/parallel-computing/parfor.html
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parfor の注意点

▪ 各 for ループは独立実行

▪ ループの実行順序はランダム

▪ 複数の for ループがある場合

– 外側の for ループを parfor に変更

– ２つ以上の parfor は使用不可

ドキュメント: parfor の制限

https://jp.mathworks.com/help/coder/ref/parfor.html?s_tid=srchtitle_site_search_3_parfor%25E3%2581%25AE%25E5%2588%25B6%25E9%2599%2590#btz9_xj-9
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parforを用いた例題

https://jp.mathworks.com/help/parallel-computing/plot-progress-during-parallel-computations-using-parfor-and-dataqueue.html
https://jp.mathworks.com/help/parallel-computing/parfor-monte-carlo.html
https://jp.mathworks.com/help/deeplearning/ug/use-parfor-to-train-multiple-deep-learning-networks.html
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PC単体でもできるTips

GPU、スーパーコンピュータとの連携
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GPU（Graphics Processing Unit）とは
グラフィックスカード/ビデオカード上のプロセッサ

▪ 本来はグラフィックス処理向け

▪ 科学技術計算にも応用(GP-GPU)

▪ 整数および浮動小数点数計算向けの
超並列プロセッサ

– １枚のカードに数百のコアを搭載

– CPUに比べて汎用性に関して劣る

▪ 高速な専用メモリを搭載

▪ Parallel Computing Toolboxにより、 NVIDIA GPU 

を使用可能(500以上の組み込み関数が対応)

MATLAB client  

or Worker

GPU cores

Device Memory
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例: 2次元フーリエ変換
GPU計算 – データ転送関数の利用

▪ 5000×5000 の２次元データに対するフーリエ変換

#include "mex.h"

#include "cufft.h"
#include "cuda_runtime.h"

/**************************************************************************/

/* MATLAB stores complex numbers in separate arrays for the real and
   imaginary parts.  The following functions take the data in
   this format and pack it into a complex work array, or
   unpack it, respectively.  
   We are using cufftComplex defined in cufft.h to  handle complex on Windows and Linux

*/

void pack_r2c(cufftComplex  *output_float, 
              double *input_re, 
              int Ntot)
{
    int i;

for (i = 0; i < Ntot; i++) 
{

               output_float[i].x = input_re[i];
               output_float[i].y = 0.0f;

}
}

void pack_c2c(cufftComplex  *output_float, 
              double *input_re, 
              double *input_im, 
              int Ntot)
{
    int i;

for (i = 0; i < Ntot; i++) 
{

               output_float[i].x = input_re[i];
               output_float[i].y = input_im[i];

}
}

void pack_r2c_expand(cufftComplex  *output_float, 
                     double *input_re, 
                     int originalM, 
                     int originalN, 
                     int M, 
                     int N)
{
     int i, j;

for (i = 0; i < originalM; i++) 
     for (j = 0; j < originalN; j++) 

{
               output_float[i+M*j].x = input_re[i+originalM*j];
               output_float[i+M*j].y = 0.0f;

}
}

void pack_c2c_expand(cufftComplex  *output_float, 
                     double *input_re, 
                     double *input_im, 
                     int originalM, 
                     int originalN, 
                     int M, 
                     int N)
{
     int i, j;

for (i = 0; i < originalM; i++) 
     for (j = 0; j < originalN; j++) 

{
               output_float[i+M*j].x = input_re[i+originalM*j];
               output_float[i+M*j].y = input_im[i+originalM*j];

}
}

void unpack_c2c(cufftComplex  *input_float, 
                double *output_re, 
                double *output_im,  
                int Ntot)
{
    int i;

for (i = 0; i < Ntot; i++) 
{

               output_re[i] = input_float[i].x;
               output_im[i] = input_float[i].y;

}

}

/**************************************************************************/

void mexFunction( int nlhs, mxArray *plhs[],
                  int nrhs, const mxArray *prhs[])
{

int originalM, originalN, M, N;
  double *ar,*ai;
  cufftComplex *input_single ;
  cufftHandle            plan;
  cufftComplex *rhs_complex_d;

/* 
     Find out the  dimension of the array we want to transform:

     prhs(originalM,originalN) 
     originalM = Number of rows    in the mxArray prhs 
     originalN = Number of columns in the mxArray prhs 

*/

    originalM = mxGetM(prhs[0]);
    originalN = mxGetN(prhs[0]);

    M = originalM;
    N = originalN;

/*
    Find out if the result is of the same size of the input.

    plhs(M,N)
    M = The number of rows in the mxArray plhs
    N = The number of columns in the mxArray plhs

*/
   if (nrhs == 3) 

{
    M = mxGetScalar(prhs[1]);
    N = mxGetScalar(prhs[2]);

}

/* 
    Find out if the input array was real or complex.
    Matlab is passing two separate pointers for the real and imaginary part.
    The current version of  CUDAFFT is expecting interleaved data.
    We will need to pack and unpack the data.

    The current version of CUDA supports only single precision, 
    so the original double precision data need to be converted.

*/

  /* Allocating working array on host */
    if(nrhs == 1) input_single  = (cufftComplex*) mxMalloc(sizeof(cufftComplex)*N*M);
    if(nrhs == 3) input_single  = (cufftComplex*) mxCalloc(N*M,sizeof(cufftComplex));

  /* Pointer for the real part of the input */
    ar =  (double *) mxGetData(prhs[0]);

  if(mxIsComplex(prhs[0])) 
{

   /* The input array is complex */
   ai =  (double *) mxGetImagData(prhs[0]); 

   /* Input and output have same dimensions */
   if(nrhs ==1) pack_c2c(input_single, ar, ai, N*M); 

   /* Input and output have different dimensions */
   if(nrhs ==3) pack_c2c_expand(input_single, ar, ai, originalM, originalN, M, N); 

}
  else

{
   /* The input array is real */

   /* Input and output have same dimensions */
if(nrhs ==1) pack_r2c(input_single, ar, N*M); 

   /* Input and output have different dimensions */
   if(nrhs ==3) pack_r2c_expand(input_single, ar, originalM, originalN, M, N); 

}

  /* Allocate array on device */
  cudaMalloc( (void **) &rhs_complex_d,sizeof(cufftComplex)*N*M);

  /* Copy input array in interleaved format to the device */
  cudaMemcpy( rhs_complex_d, input_single, sizeof(cufftComplex)*N*M, cudaMemcpyHostToDevice);

  /* Create plan for CUDA FFT */
  cufftPlan2d(&plan, N, M, CUFFT_C2C) ;

  /* Execute FFT on device */
    cufftExecC2C(plan, rhs_complex_d, rhs_complex_d, CUFFT_FORWARD) ;

  /* Destroy plan */
    cufftDestroy(plan);

  /* Copy result back to host */
  cudaMemcpy( input_single, rhs_complex_d, sizeof(cufftComplex)*N*M, cudaMemcpyDeviceToHost);

  plhs[0]=mxCreateDoubleMatrix(M,N,mxCOMPLEX);

  ar = mxGetPr(plhs[0]); 
  ai = mxGetPi(plhs[0]);
  unpack_c2c(input_single, ar, ai, N*M); 

  mxFree(input_single);
  cudaFree(rhs_complex_d);

  return;
}

C言語 + CUDA+MEX

コメント含めて200行以上

>> GX = gpuArray(X); 

>> GY = fft2(GX);

>> Y = gather(GY);

0
0.02
0.04
0.06
0.08

0.1
0.12
0.14
0.16

単精度での

計算時間

CPU: 0.1482秒

GPU: 0.0006秒

ドキュメントはこちら

https://jp.mathworks.com/help/parallel-computing/run-matlab-functions-on-a-gpu.html


49

例: 画像のフィルタリング
GPU計算 – データ転送関数の利用

▪ 写真にフィルタをかけて、キャンバス効果を
つける

% GPU にデータ転送
imGPU = gpuArray(im);

% キャンバス効果をつける
canvasGPU = canvasEffect(imGPU);

% GPU からデータ回収
canvas = gather(canvasGPU);
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スーパーコンピュータとの連携
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スーパーコンピュータとの連携

GPU

Multi-core CPU

MATLAB Parallel Server

GPU

Multi-core CPU

Parallel Computing Toolbox

スケーラブルな展開
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並列計算が活用できる分野の例

Complexity
Embarrassingly

Parallel

Non-Partitionable

MapReduce

Distributed Memory

 SPMD and distributed arrays

Load,

Analyze,

Discard

parfor, datastore, 

out-of-memory

in-memory

ビッグデータ

MATLAB によるビッグ データ処理

Hadoop

信号処理

GPUを使用した相関の高速化

最適化

Optimization Toolbox 関数の並列計算

画像処理

GPUでの画像処理
大規模なイメージ セットの処理

統計解析、機械学習

統計計算の速度の向上
複数の深層学習ネットワークの学習

https://jp.mathworks.com/solutions/big-data-matlab.html
http://hadoop.apache.org/
http://jp.mathworks.com/help/signal/examples/accelerating-correlation-with-gpus.html
http://jp.mathworks.com/help/optim/ug/parallel-computing-in-optimization-toolbox-functions.html
http://jp.mathworks.com/help/images/image-processing-on-a-gpu.html
https://jp.mathworks.com/help/images/process-large-set-of-images-using-mapreduce-framework-and-hadoop.html
http://jp.mathworks.com/help/stats/speed-up-statistical-computations.html
https://jp.mathworks.com/help/deeplearning/ug/use-parfor-to-train-multiple-deep-learning-networks.html
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並列計算が活用できる分野の例

通信、コミュニケーション

GPU を使ったシミュレーションの高速化

Simulink

並列シミュレーションの実行
ラピッドアクセラレータモードでのパラメタスイープ大規模質量分析信号の前処理

計算生物学

コード生成

コード生成とビルドの並列化

制御設計

並列計算を使用した周波数応答推定の高速化

ロバスト制御

並列計算を使用したチューニングの高速化

http://jp.mathworks.com/help/comm/simulation-acceleration-using-graphics-processing-unit-gpu.html
http://jp.mathworks.com/help/simulink/ug/running-parallel-simulations.html
https://jp.mathworks.com/help/simulink/slref/parallel-simulations-using-parsim-parameter-sweep-in-rapid-accelerator-mode.html
https://jp.mathworks.com/help/bioinfo/ug/batch-processing-of-spectra-using-sequential-and-parallel-computing.html
http://blogs.mathworks.com/seth/2009/03/31/parallel-computing-with-simulink-model-reference-builds/
http://jp.mathworks.com/help/slcontrol/examples/speeding-up-frequency-response-estimation-using-parallel-computing.html
http://jp.mathworks.com/help/control/ug/using-parallel-computing-to-accelerate-tuning.html
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まとめ

1. MATLAB概要

2. 高速化のためのコードの書き方

– PC単体でもできるTips

▪ プロファイラーの活用

▪ 列優先アクセス

▪ 配列の事前割り当て

▪ ベクトル化

▪ グラフの描画

▪ マルチコアの活用（並列処理）

– GPU、スーパーコンピュータとの連携

▪ GPU

▪ スーパーコンピュータとの連携
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基本的な使い方から専門分野まで学べる MATLAB eラーニング教材

入門コース- どなたでも無料でアクセスいただけます

オンライントレーニングスイートに含まれるコース

MATLAB 入門

ディープラーニング入門

機械学習入門

画像処理入門

信号処理入門

Statistics Onramp

Simulinkを使い始めるMATLABを使い始める

Simulink 入門

Simscape 入門

Stateflow 入門

電気回路シミュレーション入門

Power Systems Simulation Onramp

MATLAB 基礎

Simulink 基礎

MATLAB プログラミングアドバンスド

MATLAB による複雑なデータの読み込
みと前処理および可視化

MATLAB/Simulink 

アプリ作成入門

最適化入門

コンピュータービジョン入門

強化学習入門

オブジェクト指向プログラミング入門

無線通信入門

MATLAB による画像処理

Signal Processing with MATLAB

画像処理および信号処理 

MATLAB による非線形方程式の解法

MATLAB による微分方程式の解法

MATLAB によるシンボリック計算

MATLAB による線形代数

MATLAB による統計解析

計算数学

MATLAB によるディープラーニング 

MATLAB による機械学習

AI、機械学習、ディープラーニング

パワーエレクトロニクスシミュレーショ
ン入門           

Simulink による制御設計入門

※タイトルが英語のものは、英語のみのご用意

matlabacademy.mathworks.com/jp

https://matlabacademy.mathworks.com/jp
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